は し が き

　国民健康保険は、国民皆保険体制の礎として発足し、地域住民の医療の確保と健康の保持・増進の両面で重要な役割を果たしてきました。

　平成２０年度は、後期高齢者医療制度（長寿医療制度）の創設、６５歳から７４歳までの前期高齢者に係る財政調整の実施、退職者医療制度の原則廃止、特定健診・特定保健指導の義務化など、大きな医療保険制度改正が実施されました。

　そのため、被保険者数が大幅に減少し、一般被保険者と退職被保険者等の構成割合、財源構成などの面で、国民健康保険の事業状況が大きく変化しました。
　一方、医療費の増大や昨今の経済雇用情勢の悪化による非自発的離職者の増加などにより、国民健康保険財政を取り巻く情勢は、引き続き厳しさを増しています。

　現在、国では、「高齢者医療制度改革会議」を立ち上げ、後期高齢者医療制度の廃止に向けて新たな制度を検討しています。会議においては、国民健康保険の広域化につながる見直しをすることとしており、国民健康保険の今後のあり方も含めた検討が行われています。
　本書は、平成２０年度における東京都の国民健康保険事業の状況をまとめたものです。

　東京都においては、国民健康保険事業の円滑かつ健全な運営を図る観点から、今後とも、各保険者に対する指導・助言及び情報提供を積極的に行ってまいります。

　本書の有効活用をお願いするとともに、本書の作成にご協力いただきました各保険者をはじめ関係機関の皆様に心から御礼申し上げます。

　　平成２２年３月
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